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〔主な内容〕
◇各幼稚園・小中学校における
本年度の特色ある取り組み

◇南丹市教育委員会の取り組み
と事業展開

第２２号 令和３年３月 発行：南丹市教育委員会 編集：教育総務課 電話：0771-68-0055 http://www.be.city.nantan.kyoto.jp

◆各幼稚園・小中学校における本年度の特色ある取り組み◆

園 部 幼 稚 園 八 木 中 央 幼 稚 園

園 部 小 学 校 園 部 第 二 小 学 校

八 木 西 小 学 校 八 木 東 小 学 校

胡 麻 郷 小 学 校殿 田 小 学 校

地域全体が学び舎に! 大好き！八木西！

３年生 総合「すがたをかえるワラ」探検隊

主体的な幼児の遊びから～節分遊び～ もうすぐかかしの完成！！
～地域や保護者の皆様とのかかわりの中で～

主な提言内容

・挨拶の意識を高める

・学校行事のストリームでの配信

・コロナ禍にあっても人とのつながり

をさらに作っていきたい

・地域のポイントカードの創設

・イベントや市の魅力のＰＲ

・地域の活性化に向けた企業誘致動画やイラストを使い、児童生徒が市長と意見を交わしました

「市長と語ろう私たちのまちづくり」を開催しました！１２月２５日（金）、南丹市、南丹市議会、

南丹市教育委員会が主催となり、今回で３回

目の「市長と語ろう、わたしたちのまちづく

り」を南丹市議会議場で開催しました。

小学生は「コロナ禍をどう生きるか・何が

できるか」、中学生は「人口減少や地域活性

化」をテーマに、各学校の代表児童・生徒が

意見発表を行いました。

今年度は、幼児主体の行事のあり方につ
いて見直そうと取り組んできました。そこ
で、２月の節分の行事について５歳児に考
えを聞いてみると、去年の経験から、「鬼
が来たら怖いから隠れる場所がいる」と自
分たちが鬼から隠れる家づくりを始めま
した。先生が「小さい組さんはどう思うか
な」と投げかけると、「小さい組も怖いと
思うから、自分たちがやさしい鬼に扮して
小さい組さんを守ってあげるのはどう？」
とアイディアを出し合い、計画を立ててい
きました。節分当日は、小さい組が喜んで
くれる姿を見て満足そうな表情を見せて
いました。興味をもつと子どもたちはどん
どんアイディアが溢れ、友達と一緒に試行
錯誤していきます。この継続して遊んでい
く中で発揮される主体性を大切に"面白い
"を感じられる保育をすすめています。

「校区が学習キャンパス」として、摩
気・西本梅・園部地域の自然・歴史・
施設・人材を積極的に活用した交流・体
験学習に取り組んでいます。
本年度は、「合鴨水稲同時作」「ミツ

バチ先生のお話」「しめ縄づくり」など、
地域の方々とともに、児童が目を輝かせ
る学習を生み出すことができました。ま
た、地域の方々に子ども達のことを知っ
ていただく機会にもなりました。学校の
中だけでなく、地域の中でもつながり合
える関係づくりを目指し、次年度も『地
域とともにある学校づくり』を進めてい
きます。

八木西小学校では、おいも作り、花
いっぱい活動、お米づくり、しめ縄作
り、竹細工のふくろう作りなど、地域
の方々や学校運営協議会・ＰＴＡの
方々といっしょに地域のよさを生かし
た学習に取り組んでいます。
地域を学び舎に、「町好き、人好き、

自然好き、八木西大好き」をキャッチ
フレーズに、地域に温かく包み込まれ
るような感覚を大切にしながら、地域
道徳に視点をあてた「地域ともにある
学校」づくりを進めています。

殿田小学校では、多くの地域の方を
ゲストティーチャーとして招いて、教
科等の内容を深めるだけでなく、キャ
リア教育や道徳科、故郷を愛する心の
育成をめざす体験を主とした学びの場
を多く取り入れています。
特に高学年では、リモートで海外の

同世代の子ども達と繋がる中で夢や目
標を持つことの大切さを学んだり、地
域の方と共にゴミ拾いをする中で環境
問題とこれからの町づくりの方策を共
有したりと、日吉を愛する地域の方々
に支えられ、繋がりを深めています。

幼児学園ではおもしろい！なぜだろ
う？もっとやってみたい！と子ども達が
夢中になって遊ぶ体験を通してたくまし
く生きる力を育むよう教育を進めていま
す。今年度、５歳児は自分の植木鉢にそ
れぞれが選んだ野菜を植えました。「せ
っかく植えた野菜が鳥たちに食べられて
は大変！」とかかし作りを思いついた５
歳児でしたが、どうして作ったらよいの
かわからず、地域の方に協力をお願いし、
作り方を教えていただくことになりまし
た。無事にかかしを完成させる事が出来
て大喜びの５歳児でした。地域や保護者
の方々に支えていただきながら、様々な
人と触れ合う喜びを感じ、興味関心を広
げ、豊かな体験を積み重ねていけるよう
取り組みを進めています。

「食」は、生きる上で欠かすことの
できないものです。
全ての児童が生涯にわたっておいし

く楽しく食べることができ、健康な生
活を送れるよう、本校では、地域の方々
のご指導のもと、さつまいもや米作り
体験をしたり、南丹市食生活改善推進
委員のみなさんや栄養士さんの協力の
もと、「弁当の日」の取り組みを行っ
たりしています。
「育てる」「作る」「食べる」こと

を通して考えるこれらの活動を「食タ
イム」と名付け、全学年が特色のある
学習を進めています。

本年度、胡麻郷小学校は「新しい伝
統を創る」「本校に関わる全ての人々
の絆をさらに深める」という大きな２
つのねらいのもと『ごまっ子体操』を
始めました。１学期には高学年が先に
覚え、ペア学年である低学年に優しく
教える心温まる姿が見られました。
運動会の開会式では多くの保護者・

地域の方々に笑顔で体操するごまっ子
の姿を見ていただきました。今では体
育科の授業だけでなく、学年PTAの
準備体操としても取り組まれ、「心と
体をほぐす親しみやすい体操」として
広がってきています。来年度の運動会
では地域・保護者の皆様と全校児童が
一つになり、笑顔で「ごまっ子体操」
ができることを願っています。

「ありがとう」の輪がどんどん広がっていきました。

５・６年生への講演で、ウガンダの子どもとのリモート交流 運動会で心と体をほぐす「ごまっ子体操」に取り組む児童

地域の方に教わり収穫しました。様々な方と出会い、学べ
ることも食タイムのよさです。（１年生いもほり）

本校は、人権教育を基盤としながら、
一人一人のよさやがんばりを互いに認
め合い、自己肯定感を高めることを大
切にしています。
今年度も児童発の素敵な「人権スロ

ーガン」のもと、１２月中旬から２月
初旬にかけて「人権月間」の取り組み
を行い、児童会本部委員と各学年の人
権リーダーが中心となって、積極的な
取り組みを展開しました。
「人権まとめ集会」では、各学年が

リモートで取り組みの成果や自分たち
の成長を発表し合い、人を大切にする
心や温かな気持ちの輪が広がりまし
た。



八木西小学校では、おいも作り、花
いっぱい活動、お米づくり、しめ縄作
り、竹野細工のふうくろう作りなど、
地域の方々や学校運営協議会・ＰＴＡ
の方々といっしょに地域のよさを生か
した学習に取り組んでいます。地域を
学び舎に、「町好き、人好き、自然好
き、八木西大好き」をキャッチフレー
ズに、地域に温かく包み込まれるよう
な感覚を大切にしながら、地域道徳に
視点あてた「地域ともにある学校」づ
くりを進めています。
八木西大好き！

美 山 小 学 校 園 部 中 学 校

八 木 中 学 校

美 山 中 学 校 本校には、地域の方々や先輩の講演を通
して、将来への展望や今後の生き方につい
て考える「アンビシャスタイム講演会」と
いう時間があります。今年度は、コロナ禍
で対面形式での実施が難しくリモート形式
となりましたが、近隣の高校に通う先輩を
招いた講演会「高校生に聞く」を行いまし
た。高校生は「中学校で頑張ってほしいこ
と･高校で心がけていること･自分が成長で
きたきっかけ」等、自らの経験や学びを誠
実に語ってくれ、年齢の近い先輩の現実味
のあるアドバイスに中学生が感銘を受け共
感できたことが、講演中の目の輝きや事後
の感想に表れていました。中学生時の先輩
を見習い、きちんと原稿を用意して話す高
校生の姿に、「２年後は私？」と友達にさ
さやく３年生。先輩から後輩へ確実にバト
ンが引き継がれています。

アンビシャスタイム講演会「高校生に聞く」

◆南丹市教育委員会の取り組みと事業展開について◆

・地域道徳について （学校教育課）

人のぬくもりを肌で感じ、支え合いの中で生

活していることを実感することで、子どもたち

は他者や地域の存在を実感し、道徳的実践意欲

が向上していきます。

南丹市では、子どもたちの豊かな成長のため

に、全ての小中学校に導入されている学校運営

協議会において「目指す子ども像」を共有して

います。その姿の実現に向けて、道徳教育にお

いて、どのような内容を実施していくのかを熟

議によって検討し、地域・家庭・学校が協働し

て実践していく「地域道徳」を推進しています。

本年度は、八木中学校ブロックを推進地域と

して、「考え議論する道徳」の授業を地域の方々

をはじめ、多くの皆さまに公開しました。今後

も引き続き実践を深めていきます。

・社会教育施設の充実とコロナ対策

（社会教育課）

本年度は、園部文化会館の大規模改修、また八木

せきれい東放課後児童クラブやｂ＆ｇなんたんの

建設など、社会教育に関わる各施設の充実が図れ

た年でした。

一方で、

園部海洋セ

ンターをはじ

めとした社会

体育施設や

八木市民センターや日吉生涯学習センターなどの

生涯学習施設、また各放課後児童クラブなどの施

設管理をする上で、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のためのガイドラインを策定し徹底した対

策を図り、感染防止に努めた年でもありました。

生徒会活動の取り組みとして、花いっぱ
い運動を実施しました。全校から参加希望
者を募り、寄せ植えをしました。プランタ
ーは玄関に設置し、春を待っています。是
非、中学校へ見に来てください。
他にも、東日本大震災復興支援事業であ

る、ひまわりの種プロジェクト、ペットボ
トルキャップ運動、中部医療センターへ応
援メッセージを送る活動をしました。
八木中学校生徒会は、全校生徒一人一人

が各取り組みの意義をしっかり理解し、意
識を高く持って活動できるように工夫して
います。これからも様々な活動を通して、
仲間との協力と思いやりの心、自主性を大
切に頑張っていきます。

園部中学校では、地域とともにある
自己の生き方について考える基盤を
養うとともに、生徒に包み込まれてい
るという感覚を持たせるため、地域防
災学習（１年生）、勤労体験学習（２
年生）、平和学習（３年生）の取り組
みを柱とし、全校をあげて『地域とと
もにある私たち』の取り組みを地域と
協働して進めています。
取り組みは、地域と学校が熟議を通

して、目指す子ども像を共有し、生徒
自身が地域の人の思いや熱意に触れ、
感謝する気持ちを持ち、園部に住む自
分の役割を意識し考えることのでき
る内容になるよう工夫して行ってい
ます。

５年生では、美山の特産品について調
べ、知井地区のきびもち、鶴ケ岡地区の
栃もち、平屋地区のブルーベリーにスポ
ットを当てました。それぞれからゲスト
ティーチャーをお招きして、お話をうか
がいました。
お話を聞いて、いずれも地域の方が知

恵を出し合って努力や工夫をして生産さ
れていることがわかりました。また生産
者や関わる人たちの高齢化や人手不足が
問題とのことを知り、何かできることは
ないかと考えるきっかけになりました。

ゲストティーチャーによるお話

正面玄関に設置したプランターと有志で参加した生
徒と生徒会本部が、指導いただいた方を囲んで

・小学校のトイレ洋式化について

（教育総務課）

今回の洋式トイレへの改修は新型コロナウイルス感

染症の感染症対策に有効とされており、児童が快適に

トイレを利用してもらえるようになります。また、小

学校ではトイレの洋式化の他にも、

網戸の取り付けや特別教室の

エアコン設置も行いました。

・一人一台タブレットを整備しました

（教育総務課）

今年度、文部科学省が推進する「GIGA スクール構想」

を受け、一人一台タブレットの整備や、端末を使うた

めの学校内環境整備を行いました。

学校の長期休業時の遠隔授業

のツールとして、また学校での通

常授業においても動画教材を

幅広く使えるようになりました。

南丹市の子ども一人一人が、

最適な学びを受けられるように、

情報機器や施設の環境整備を

引き続き進めていきます。

今年度の地域防災学習についての熟議の様子

桜 が 丘 中 学 校

桜が丘中学校の新たな伝統として、一歩を刻んだ文化祭

今年度の桜が丘中学校の文化祭は、
その名称を「淇陽・桜が丘合同文化祭」
とし、淇陽学校との合同開催の形で行
いました。
昨年度の文化祭同様、各教科や各学

級での学習活動をまとめた「学習発
表」を中心にし、そこに淇陽学校伝統
の「淇心太鼓・作文朗読」の発表を交
えた文化祭にすることが出来ました。
コロナ禍において、規模を縮小して

行われた文化祭ではありましたが、本
校における新たな文化祭の形を確立
し、来年度以降につながる行事にする
ことが出来ました。

殿田中学校では、豊かな学校生活を
創造するために、月に一度、水曜日の
放課後を「特活の日」とし、生徒の主
体的、実践的な活動に取り組んでいま
す。2月は「3年生の進路実現に向け
て」のブロック集会でした。（ブロッ
クは1年～3年までの異年齢の縦割り
集団で、3つのブロックを構成してい
ます。）集会では、3年生は進路実現
に向けて頑張っていることや受験を前
にして思うことを話し、受験に臨む決
意表明をしました。１・２年生は進路
実現に挑む3年生の姿や話から自分を
見つめ直しました。また、将来の夢や
進路希望の決め方、勉強の方法ついて
の質問も出され、お互いが進路につい
て考えを深める貴重な時間となりまし
た。

ブロック集会「進路実現に向けて」

殿 田 中 学 校

地域とともにある中学校を目指して

八木中学校公開授業 八木西小学校運営協議会

園部文化会館大ホール

八木せきれい東放課後児童クラブ一人一台タブレットの iPad


